性役割意識の2つの次元，その趨勢と変動の要因 : JGSSを用いた時点間比較による分析 by 小山 聖史
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原純輔と肥和野佳子は， 1972年に総理府（現内閣府）が行った世論調査と， 1985年 SSM調査のデータ




尾嶋史章は， 1985年 SSM調査， 1995年 SSM調査のデータを用いて，分析を行った 1995年では，
1985年よ りも，女性の性役割意識は弱まっていた． また，若い世代ほど性役割意識が弱く，性役割意識の
変動には，個人の持つ属性よりも時代の変化の方が大きな効果を持っていた．（尾嶋 1998)






































































が含まれており，B票には，東アジア社会調査（EastAsian Social Survey : EASS）モジュールの設聞が含
まれている．調査時点，調査地点数，標本数，有効回収数，有効回収率については，表 1にまとめた．
表1 JGSSの調査概要
調査名 調査時点 調査地点数 標本数 有効回収数（率）
JGSS-2000 2000年 10月～1月 300地点 4 498 2,893 (64.9%) 
JGSS-2001 2001年 10月～1月 300地点 4 498 2,790 (63.1犯）
JGSS-2002 2002年 10月～1月 34H也点 5 000 2,953 (62.3%) 
JGSS-2003 
A票
2003年 10月～1月 489±也点 3 578 
1,957 (55.0%) 
B票 3 622 1,706 (48.0%) 
JGSS-2005 2005年8月～1月 307地点 4 500 2,023 (50.5%) 
JGSS-2006 【一A一票－『 2006年 10月～12月 526地点 4 002 
2,124 (59.8%) 
B票 3,998 2,130 (59.8%) 
JGSS 2008 時豆 2008年 10月～12月 529地点 3,997 2,060 (58.2九）
B票 4 003 2,160 (60.6%) 
JGSS-2010 半塁 2010年 2月～4月 600±也点 4,500 2,507 (62.2%) 
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表2は， 男性の性役割意識の 「性による役割振り分け」の次元について， 2000年から2010年の8時点
で， 10歳刻みのコーホートごとに，「賛成」と答えた人の割合を示したものである．
表Z 男性のコー ホー 卜ごとの「性による役割振り分けJの次元への賛成割合の時点間比較（単位%）
JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
76.0 82.4 100.0 91.3 88.9 100.0 100.0 







































































































































































































































































コーホート聞の比較を行うと， 1910・1919生， 1920-1929生，1930-1939生， 1940・1949生の4つのコ
ーホートでは，2000年を除くすべての時点で，新しいコーホートになるほど，「性による役割振り分け」
の次元に対して否定的になる. 1950-1959生， 1960・1969生，1970幽1979生， 1980・1989生の4つのコー
ホートでは， 8時点の平均をとると，新しいコーホー トほど否定的な意見を持つが，どのコーホートがよ り
否定的な意見を持つかは，時点によってパラつきがある．新しい時点になるほど，1910・1919生のコーホ
ートのサンフ。ノレは減少し， 1980・1989生まれのコーホートのサンフ。ノレは増加するため，サンフ。／レ全体の「性









































































































































































































































































































は弱い． 1910-1919生， 1920・1929生， 1930・1939生の 3つのコーホートでは，「賛成Jと答えた人の割







JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
1910-1919生 74.0 83.6 85.7 83.3 100.0 66.7 100.0 
(37) (46) (30) (30) (10) (2) (1) 
1920-1929生 74.7 84.1 79.1 78.5 75.3 77.4 68.6 78.2 
(133) (143) (129) (153) (67) (65) (48) (97) 
1930-1939生 60.2 67.3 68.0 66.4 72.7 65.4 70.7 71.6 
(156) (177) (185) (267) (136) (102) (111) (240) 
1940-1949生 48.2 46.4 51.1 47ョ2 57.0 45.9 44.4 47.5 
(163) (154) (159) (197) (127) (107) (75) (258) 
1950-1959生 35.6 38.4 37.3 36.3 38.5 32.4 35.0 37.8 
(100) (98) (109) (128) (72) (59) (79) (176) 
1960 1969生 35.1 36.7 32.7 35.0 27.2 35.8 29.2 34.0 
(81) (79) (83) (113) (43) (62) (54) (172) 
1970-1979生 33.3 32.1 31.2 32.3 36.4 29.1 33.5 34.3 
(68) (54) (58) (81) (59) (53) (61) (147) 
1980-1989生 11.1 34.8 31.9 23.8 31.0 34.5 33.8 30.4 
(1) (8) (15) (15) (22) (20) (24) (80) 
全体
47.7 51.2 49.2 48.2 49.3 43.9 42.7 43.9 














JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
1910-1919生 66.0 64.2 68.8 61.8 70.0 33.3 100.0 
(33) (34) (22) (21) (7) (1) (1) 
1920-1929生 58.6 68.0 73.8 70.3 70.5 65.1 67.6 68.4 
(106) (115) (118) (137) (62) (54) (48) (39) 
1930-1939生 54.1 58.9 65.1 63.2 66.8 50.7 67.3 56.7 
(140) (155) (177) (251) (123) (77) (101) (89) 
1940-1949生 53.0 53.5 51.8 58.5 58.6 47.8 40.8 46.6 
(177) (176) (162) (244) (130) (110) (69) (125) 
1950-1959生 44.2 47.6 39.0 49.6 48.4 45.9 35.0 39.0 
(123) (121) (114) (174) (91) (84) (79) (92) 
1960 1969生 36.5 42.5 36.0 38.6 41.9 38.0 37.5 36.2 
(84) (93) (91) (125) (65) (65) (69) (98) 
1970-1979生 31.6 28.1 39.1 37.5 31.7 35.2 28.6 26.0 
(65) (47) (72) (94) (51) (64) (52) (57) 
1980-1989生 33.3 47.8 38.3 51.6 47.1 36.2 38.0 38.1 
(3) (11) (18) (33) (33) (21) (27) (51) 
全体
47.3 50.9 49.8 53.1 52.1 44.8 42.3 41.1 





れ約 10.6ポイント，約 13.3ポイント増加しており， 大きく保守化の方向に動いている また，2005年か
ら2006年にかけては， 1970-1979のコーホート以外のコーホートで，意識は弱まっているが，とりわけ，

























































JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
自 ~ 目 $ 目
年齢 -0.19 寧牢 ー0.258 キヰ ー0.252 牢牢 -0.241 牢牢 -0.235 本本 白 0.253 料 一0.052 -0.161 料
教育年数 0.083 本牢 0.098 ヰヰ 0.051 ↑ 0.108 本本 0.138 牢牢 。目058 ↑ 0.18 本牢 。目099 牢本
就労状況
非正規雇用 -0.039 -0.018 一0.009 0.022 0.017 一0.05 ↑ -0.01 0.010 
自営・家族従業 0.026 -0.007 -0.06 …0.038 -0.044 一0.046 一0.031 -0.058 牢
非就労 -0.057 -0.021 -0.060 ↑ ー0.032 ー0.087 本 -0.12 牢本 一0.094 牢 -0.054 本
婚姻状況
未婚 0.010 ー0.048 ー0.045 0.000 -0.025 一0.033 。目070 ↑ 0.014 
離死目I] -0.046 0.08 -0.015 0.006 -0.015 0.09 ー0.02 0.017 
15歳時の父親の就労状況
非正規雇用 -0.019 0.002 -0.023 -0.03 。目028 0.026 0.065 本 0.04 
F吋,., 
自営・家族従業 -0.103 料 -0.063 -0.007 0.012 0.061 0.051 同 0.052 0.013 
非就労 -0.060 牢 -0.09 0.045 ー0.007 。目005 ー0.03 0.00 0.013 
不在 -0.043 0.04 0.010 0.01 -0.04 一O目029 -0.031 。目029
15歳時の母親の就労状況
非正規雇用 -0.03 -0.138 料 守 0.044 一0.09 -0.021 -0冒048 -0.054 -0.023 
自営・家族従業 -0.015 -0.134 本 -0.102 ↑ 一0.04 -0.060 -0.058 -0.101 ↑ ーO目073 ↑
非就労 -0目081 t 一0.153 料 -0目072 一0.02 -0.069 -0β51 明 0.102 ↑ -0.071 本
不在 0.021 -0.054 ↑ ー0.02 -0.041 -0.010 向。012 -0.041 -0.004 
決定係数 0.12 0.11 0.100 0.104 0.127 0.19 0.081 0.073 
調整済み決定係数 0.101 0.099 0.90 0.095 0.11 0.105 0.06 0.06 
モデル適合度 p=O目000 p=0.000 p=0.000 p=O目000 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=0.000 
N 1229 1180 1266 1508 850 976 941 2193 
↑－く0.10，牢：pく0.05，料：pく0.01.
表7男性の「愛による再生産役割jの次元の規定要因の時点間比較
JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
~ $ 。 。
年齢 ー0.148 牢 一0.14 牢本 -0.208 牢 一0.21 料 -0.237 林 -0.228 牢 -0.084 ↑ 一0.16 本牢
教育年数 。目033 0.038 0.024 0.037 0.073 牢 -0.017 0.040 0.19 本牢
就労状況
非正規雇用 。目007 -0.079 牢 0.035 ー0.013 -0.026 0.018 0.028 0.039 
自営・家族従業 0.065 本 一0.036 0.045 0.023 -0.069 ↑ -0.083 牢 -0.029 0.01 
非就労 ー0.010 一0.073 本 。目026 自 0.022 ー0.050 0.000 -0.069 ↑ 一0.023
婚姻状況
未婚 ー0.01 0.020 -0.030 0.034 -0.096 本 一0.084 本 。目028 0.018 
離死月IJ 0.022 -0.018 -0.025 0.015 0.059 t -0.024 一0.01 -0.020 
15歳時の父親の就労状況
非正規雇用 0.022 -0.028 0.02 。目015 。目030 -0.046 0.008 -0.021 
ひ司
F『
自営・家族従業 ー0.022 一0.052 0.006 0.007 。目020 0.031 -0.053 。目012
非就労 ー0.061 ヰ 一0.037 一0.015 -0.004 -0目009 ー0.039 0.015 -0.030 
不在 0.033 -0.013 -0.009 0.008 -0.035 0.039 ー0.032 0.036 
15歳時の母親の就労状況
非正規雇用 一0.014 四 0.110* 一0.069 ↑ 一0.068 ↑ -0.039 -0.030 一O目013 ー0.038
自営・家族従業 -0.052 -0.107 -0.078 -0.054 -0.015 一0.062 一0.043 -0.075 
非就労 -0.102 牢 一0.134 牢 -0.070 ー0.082 ↑ -0.148 本 一0.052 ーO目071 -0.107 牢
不在 0.015 目。.067 牢 一0.044 一0.045 0.00 一0.059 ↑ 一0.071 ↑ 一0.005
決定係数 0.045 0.072 0.046 。目072 0.087 。目059 0.049 0.058 
調整済み決定保数 。目034 0.060 0.034 0.062 0.070 0.04 0.034 0.045 
モデル適合度 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=O目000 p=0.000 p=0.000 
N 1222 1174 1262 1505 844 967 928 1087 
↑く0.10，本・pく0.05，料：pくO目01.
表8女性の「性による役割振り分けjの次元の規定要因の時点間比較
JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
e 目 e e 自
年齢 一0.201 本牢 市 0.275 牢牢 自 0.264 本本 司 0.257 牢本 -0.231 料 -0.191 牢本 -0.120 本牢 -0.138 料
教育年数 0.85 牢本 0.98 牢本 0.097 林 0.097 牢牢 0.179 牢牢 0.138 牢本 0.09 本牢 0.149 本牢
就労状況
非正規雇用 -0.080 牢 -0目053 ↑ 一0.057 ↑ ー0.021 一0.06 -0.031 一0.079 牢 -0.049 本
自営 R家族従業 -0.101 料 -0.079 牢本 -0.050 ↑ -0.073 牢本 ー0.041 ー0.18 本牢 -0.054 -0.079 本本
非就労 -0.25 牢本 -0目241 ヰヰ -0.182 料 -0目209 牢牢 一0.157 寧牢 -0.16 牢本 -0.285 ＊牢 一0.241 林
婚姻状況
未婚 -0.049 ↑ -0.068 ヰ -0.054 ↑ 一0.060 料 -0.081 牢 一0.072 牢 -0.078 本 ー0.041 寧
離死別 0.019 時 0.015 -0.030 -0.037 t 0.039 -0目067 本 -0.062 t ー0.017
15歳時の父親の就労状況
非正規雇用 0.01 0.029 -0.009 0.050 本 一O目015 -0.06 0.025 。目038 牢 σコF・4
自営・家族従業 一0.038 0.026 -0.015 一0.08 0.00 一0.017 -0.081 牢 。目044 ↑
非就労 ー0.01 0.01 一0.035 -0.01 0.06 0.013 0.02 -0.04 
不在 。目039 0.04 -0.018 0.010 0.016 0.037 -0.07 。。。。
15歳時の母親の就労状況
非正規雇用 -0.038 0.09 一0.013 ー0.034 ー0.017 0.045 叩 0.027 -0.047 ↑ 
自営・家族従業 -0.035 叩 0.048 向。063 ー0.031 ー0.022 0.004 -0.06 -0.121 料
非就労 -0目040 -0.012 -0目059 0.010 0.017 0.032 -0.04 -0.09 牢牢
不在 -0.06 牢 -0.01 -0.056 牢 0.009 ー0.028 0.040 0.016 -0.060 牢牢
決定係数 0.143 0.189 0.180 0.179 0.167 0.151 0.142 0.154 
調整済み決定｛塁数 0.135 0.180 0.172 0.172 0.15 0.138 0.129 0.149 
モデル適合度 p=0.000 p=0.000 p=0.000 pニ0.00 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=0.000 
N 1475 1401 1479 1942 1025 1038 1029 2593 
↑：く0.10，本：pく0.05，料：pくO目01.
表9女性の「愛による再生産役割Jの次元の規定要因の時点間比較
JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 
e 。 e 
年齢 -0.239 牢本 -0.198 本本 ー0.240 本牢 司 0.197 牢牢 ー0.160 牢牢 -0.138 本本 -0.131 牢牢 -0目147 牢本
教育年数 一0.014 0.027 0.057 牢 0.033 0.160 牢本 0.075 本 0.068 牢 0.079 本
就労状況
非正規雇用 -0.052 同 0.068 牢 -0.071 牢 一0.072 牢 ー0.064 ↑ -0β16 -0目087 牢 -0目063 ↑
自首・家族従業 -0.058 本 -0.038 -0.095 牢本 -0.062 本 -0.035 問 0.035 -0目039 -0.061 本
非就労 -0.137 林 -0.184 料 一0.184 料 一0.208 本牢 ー0.190 牢本 ’0.087 牢 一O‘249 牢牢 -0.180 牢牢
婚姻状況
未婚 -0.031 一0.035 -0目089 牢本 -0.049 牢 -0.103 牢牢 -0.028 -0.053 -0.108 本本
離死別 。目066 牢 0.04 。目007 。目033 0.052 -0.035 -0.031 -0.01 
15歳時の父親の就労状況
非正規雇用 0.010 -0.029 0.010 。目024 0.04 -0.030 0.029 -0.006 
吋4,. 
自営・家族従業 同 0.012 。目069 t 。目031 0.019 。目006 ー0.025 -0.020 -0.032 
非就労 0.02 。目007 0.07 -0.07 -0.041 0.00 0.02 引 0.032
不在 -0.040 0.02 -0.033 。目023 -0.014 0.069 本 一O目046 0.050 ↑ 
15歳時の母親の就労状況
非正規雇用 -0.175 本牢 0.028 -0.095 寧本 -0目01 一O目037 0.03 一O目021 0.01 
自営”家族従業 -0.125 本 一0.046 -0.13 寧 -0.017 -0目029 ー0.002 一O目054 一0.07
非就労 -0.131 本本 -0.019 一O目095 本 一0.045 -0目016 -0目062 -0.085 ↑ 句 0.053
不在 -0.035 0.024 -0.043 0.004 -0町031 -0.039 ー0.09 ー0.059 牢
決定係数 0.080 0.086 0.13 0.084 0.15 0.067 0.17 0.089 
調整済み決定係数 0.070 0.076 0.104 0.07 0.102 0.053 0.104 0.079 
モデル適合度 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=0.000 p=O目000 p=O目。。。 p=O目000 p=0.000 









































































以上の結果から，本稿では， 2000年から 2010年の期間における，性役割意識の 「性による役割振り分
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